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第２回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  令和８年１月１３日（火）１４：００～１５：０９ 

 

２．場 所  中央合同庁舎第８号館６階６２３会議室 

 

３．出席者  原子力委員会 

        上坂委員長、直井委員、吉橋委員、小笠原参与 

       内閣府原子力政策担当室 

        井上統括官、恒藤審議官、井出参事官、中島参事官 

       京都大学 助教 

        中村秀仁 氏 

 

４．議 題 

 （１）科学を共通言語に社会と対話するＳＴＥＡＭ教育実装に関する研究活動（Ｎプロジェ 

    クト）（京都大学 助教 中村秀仁氏） 

 （２）九州電力株式会社玄海原子力発電所の発電用原子炉の設置変更許可（３号及び４号発 

    電用原子炉施設の変更）について（答申） 

 （３）その他 

 

５．審議事項 

（上坂委員長）時間になりましたので、令和８年第２回原子力委員会定例会議を開催いたしま

す。 

  本日は、小笠原参与に御出席いただいております。 

  本日の議題ですが、一つ目が科学を共通言語に社会と対話するＳＴＥＡＭ教育実装に関す

る研究活動（Ｎプロジェクト）について、二つ目が九州電力株式会社玄海原子力発電所の発

電用原子炉の設置変更許可（３号及び４号発電用原子炉施設の変更）（答申）について、三

つ目がその他でございます。 

  それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

（井出参事官）それでは、一つ目の議題でございます。 
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  科学を共通言語に社会と対話するＳＴＥＡＭ教育実装に関する研究活動（Ｎプロジェクト）

について、京都大学助教、中村秀仁様より御説明をいただきます。 

  本件は、原子力利用に関する基本的考え方の３．９、原子力利用の基盤となる人材育成の

強化に主に関連するものです。 

  それでは、中村先生より御説明をよろしくお願いいたします。 

（中村助教）御紹介ありがとうございました。京都大学の中村です。 

  これからお時間をいただきまして、科学を共通言語に社会と対話する新しいＳＴＥＡＭ教

育実装に関する研究活動について、紹介させていただきたいなと思います。よろしくお願い

いたします。 

  これからスライドをもって説明させていただきたいのですが、我々はこの科学というもの

を使って、社会の皆さんと対話をしようという試みを３年前からスタートしました。この活

動の大きな特徴が二つありまして、高校生の皆さんに科学を学んでいただくと。その学んで

いただく学びの仕方、ＩＮＰＵＴというものと、あとそれをどう発信するのかというＯＵＴ

ＰＵＴ、このＩＮＰＵＴとＯＵＴＰＵＴに特徴を持った活動です。 

  まず、ＩＮＰＵＴの特徴から説明させていただきますが、まずＩＮＰＵＴ、我々はターゲ

ットになる高校生を文系理系問わず、全ての高校生を対象にするということを特徴にしてお

ります。そして、学び方、ＩＮＰＵＴのお伝えの仕方なんですが、必ず手足を動かしていた

だきながら二者択一で学んでいただくということで、二者択一の方法で常に学んでいただく

というのを特徴にしています。そして最大の特徴はＯＵＴＰＵＴにありまして、このＯＵＴ

ＰＵＴはどうするのかというと、高校生の皆さんに学んでいただいたら、学んでいただいた

内容をスケッチブックにまとめていただく。しかも手書きでまとめていただく。この手書き

でまとめていただいた学びをどうするのかというと、そのスケッチブックを持って駅前に立

っていただく。街中に立って、そのスケッチブックを持って一般の皆様に話をかけるという

のが我々の活動の特徴になっております。 

  このように、このＩＮＰＵＴとＯＵＴＰＵＴを社会の皆様と一緒に反復しながら科学的な

リテラシーの育成を図ろうとしているのが我々の活動です。これからこの活動に至った経緯

を御紹介させていただきたいと思います。 

  私は、科学に理解ある社会をつくりたいということで、学生時代からこれをやりたいなと

いう思いがありました。というのは、私がＪＡＸＡで学んでいた頃、一生懸命装置を作る。

作ったんですが、当時の日本の技術では、Ｈ２ロケットは必ずしも成功する訳じゃなかった
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時期なんですね。一生懸命僕らが作った装置を搭載するんですが、それが落ちると税金の無

駄遣いとか、凄いニュースが流れる訳なのですね。それにやはり心を痛めたというのが当時

ありました。つい最近も同じようなニュースが流れました。一方で、我々の業界になると、

例えば処理水の話をする。処理水の話をやるとざわざわと世間がざわつく訳なのです。こう

いった中、なぜこういうざわつきが起こるのかと考えたときに、やっぱり発信の仕方に工夫

する方法があるのではないか。また、そういう改善の余地があるのではないかというのが当

時から私の中にありまして、私は２００６年から、必ず自治体の皆様と連携しながら科学教

室を行うということで、どうせ行うのでしたら日本の端から端へ行きたいということで、日

本の最東端である根室市から全国的に科学教室を行ってきました。私はこの２０年間の活動

の中で、延べ１万３，０００人を超える児童生徒の皆さんが私の科学教室に参加してくださ

ることができました。 

  写真に写っているこの女の子ですが、当時４歳だった女の子が今じゃ科学館で働いて、私

と一緒に活動をするぐらいの年月を我々は費やしてきたんです。 

  そういった中、非常にうれしかったのは、私のこの科学教室に参加してくださる受講者の

９割近くの方々は、この会に参加してよかったとか、科学に対する関心や興味が深まったと

いう非常にうれしい答えを頂いていたんですね。だから私は自負しておりました。私の科学

教室というのは上手くいっているんだな。科学に理解する社会にも貢献できるはずだと自負

していたんですが、コロナ禍中に我々は活動ができない時期があったんですね。そのときに

この延べ１万３，０００人近くの皆様のアンケートの結果を見直していますと、驚愕の結果

が分かった。それは私の科学教室に参加してくださる、ほとんど大半の方々が元から科学に

興味のある方であった、若しくは御両親が非常に教育熱心な方々が非常に多いというふうな

ことが分かったんですね。 

  私は科学に理解ある社会をつくりたいというふうなことで、もともと科学に関心のない人

にアプローチをしたかったんですが、このコロナ禍中に分かったのは、私の実力では、この

科学を縁遠く感じる方々に科学の興味の関心の火を灯すまでには至っていない、ということ

がこのときに分かった訳なんです。そこで、どこに科学を縁遠く感じる方々がいるのかなと

いうふうなことを調べてみますと、日本では文系理系というのが分かれるのは高校なんです

ね。このタイミングでどうも科学を縁遠く感じる方々が少しずつ増えてくるということが分

かりました。 

  そこで私は２年間、時間を掛けまして、文系と言われるものに所属される１００名以上の
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高校生の皆さんと対談していきました。私がまずお聞きしたのは、そもそも「何で文系なん

ですか」、「古典が好きなんですか」、「漢文が好きなんですか」と言うと、なかなかそう

いう反応が来ないんですね。聞いてみますと、「素因数分解ができなかったんです」と、

「分数の割り算でこけました」というふうな答えが非常に多くて、文系に行きたくて文系と

いうものじゃなくて、数学が苦手だから自分は理系に不向きといった思い込みにとらわれが

ちだということが、非常によく見えてきたんですね。そういう生徒の皆さんの前に、私は専

門が物理なので、「じゃあ一緒に物理を勉強しましょう」というふうに声をかけると、それ

に関しましては非常にネガティブで嫌だと言うんですね。それを聞きますと既存の教科だと、

もともと理科を得意としている人に勝てないと。今更やっても意味がないという意見が非常

に多かったです。 

  つまり文系と言われるところにいらっしゃる皆さんは、理系生と言われる皆さんと同じス

タートラインには既存の科目では立ちづらいというのが見えてきたという背景がありました。

コロナ禍中。そんな中、たまたまコロナ禍中に皆さん御存じのように、福島の処理水の問題

が、日常ニュースでやられている時期がありましたので、その話を文系の生徒の皆さんに持

ち込んだ訳なんですね。トリチウム水って、そもそも知っているのと。知らないのに何か怖

いものだという意見なんです。じゃあ、そこから勉強してみようかという話をすると、意外

と食い付きがよかったと。むしろトリチウム水とか処理水のことを自分で勉強するような傾

向が見えたんですね。ここで分かりましたのは、放射線とか処理水とか、社会的に敏感であ

る題材でありながら、しかもその内容が意外と曖昧で分かっていないような題材は、文系と

理系の垣根を越えられる実は起爆剤になるんじゃないのかなというのが、このとき分かった

次第なんです。 

  では、そういった題材を使えば文系の皆様にも科学への好奇心が開くのかなと考えたんで

すが、いくら題材を工夫しましても、私が例えば一回講義してさよならすると、皆さんは忘

れられる。つまり、画一的な学習では知識の醸成にはつながらないのですね。やはり継続的

にやっていただくことが非常に重要になってきます。私は、この写真に写っていらっしゃる

ように青春を謳歌される生徒の皆さんにも、継続的に自ら科学を学んでいただきたいと。じ

ゃあ、自ら学んでいただくためにはどうする必要があるのかなと考えたときに、やはり自分

自身と科学には関わりがあるということを自ら見付けていただく必要があるなというふうに

私は考えました。 

  そんなときに、科学というと学問と捉えてしまうと非常に難しいものだと皆さん思われが
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ちなのですが、そもそも科学というものは学問である以前に、世界共通の言語であるという

ことを皆さんに知っていただくということが一番重要ではないかなと考えた訳なんです。そ

の実感していただくために私が仕掛けたのは、この学んでいただいた内容を使って、社会の

皆さんと実際に共通言語であるという実感を持っていただくことが重要ではないかというこ

とで、町に出るようにしました。トライアルで学んでいただいた内容を持って、街中に青春

を謳歌される方々に行っていただいたら、非常に食い付きがよかったと。これは社会の皆さ

んの反応が良かったために、科学に今まで興味を持っていないという生徒の皆さんは食い付

いてきてくださったというふうなことで、社会との対話の重要性というのがこのときにわか

ってきたという状況になっています。 

  そういった中、どこの層をターゲットにするのかというふうなことを考えるんですけれど

も、これは私のあくまで私見ですが、私はやはり、家の一歩外を出たときに近所のおじさま、

おばさまの学力層を考えたとき、それが偏差値８０、７０という非常に高い層が沢山いるの

かというと、私にはなかなかそうは思えない。私は偏差値４０、５０でごくごく普通の方々

が沢山いらっしゃるのではないか。むしろそういう中間層の方々が日本を支える非常に重要

な層になっているのではないかなと考えました。そこで僕は今回ターゲットにしたのは、こ

の社会の中間を担うと見込まれるような学力中間層に科学を学んでもらう、科学を知っても

らうという機会を得られたらいいなということで、活動を開始します。 

  さらに、社会の縮図ということで、日本の社会を調べましたところ、文系理系の比率が７

対３とか、６対４で文系の方がやや多いというふうなことが日本では言われています。そう

いった中、学力の中間層、そして文系理系の比率を加味し、かつ統計数、新しい活動をする

ときに１０人、２０人規模も重要なんですが、やはり統計的な変化を取ろうと思ったら個体

数が多い方に越したことがありません。そういった中、ターゲットを探していくと、おのず

と１，４００名の文系を含む、現在では２，０００名弱の高校生がいる大阪高校にたどり着

いたという次第になります。そこで私が仕掛けたのは、この１，４００名の文系生にも分か

っていただく、知っていただこうというふうに、社会の皆様と対話する新たな学びの開発に

取り掛かるということを３年前にスタートした次第です。 

  スタートするに当たりまして、私はまず当時の学校長の先生にこの活動の意義を説明させ

ていただきました。すると非常に好意的に受けていただくことで、私がやろうとしている研

究活動を大阪高校の「校務分掌」に明記してくださるということができました。この校務分

掌というのが非常に重要なキーワードで、私は初めて人生で聞かせていただいたのですが、
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この校務分掌というのは、この活動を学校業務として公に位置付けますよ、そのために教職

員が一丸となってこの活動に協力しますという体制がここで明示された訳なんですね。私は

この活動をするまでこれがなかったんですが、この校務分掌というのがこの後で効いてくる

というのがわかってもらえると思います。 

  そういった中、いくら校務分掌に書いていただいたとはいえ、やっぱり人なんですね。学

校教育現場は、私が見る限り非常に保守的な環境にあると思っています、私は。そういった

中、この大阪高校にも１５０名の教員の先生がいらっしゃったんですが、当初私がこの活動

を述べさせていただいたとき、その１５０名の大半近くの方々がこういう活動する、追加す

る時間がないと。これをここでやる意味がないというふうなことで、かつ業務負担が増えて

しまうというふうなことで物凄い意見が起こった訳なんです。しかしながら、校務分掌にこ

ういうプロジェクトが明記されておりましたので、私は直接教員の先生方と話をさせていた

だける機会をもらえたんですね。例えば職員会議で直接教員の先生に話をすることができた

り、個々に教員の先生に集まってもらって話をしていただける機会ができたりというふうな

ことで、私は１年ちょっと掛けまして、１５０名の先生方に個々にこの活動の魅力と実施に

当たる労働負担等々の説明をし続けることができました。そういった中、やはり現場にも変

化が起こってきまして、一部の教員の先生が、我々の説明に対する教育効果に期待を寄せて

くださり、教育現場が少しずつ動き始めるようになってきました。 

  そこで私が仕掛けたのが、我々が通常は色んな学校にお邪魔させてもらって活動をさせて

もらうと、必ず理科の先生が窓口になってくださるんですね。私はそれはずっと続いていた

んですが、今回ターゲットを文系の学生に伝えたかったんですね。文系の生徒にお話しする

と、文系の教員の先生は面白いと言うんですね。この「面白い」というのは実はキーワード

ではないかなということで、私は今回チーム編成をするに当たって文系の先生を中心とした

異例のチーム編成をしてもらうということで、学校でチーム編成を組ませていただきました。

とはいいましても、私たちが扱っているのは社会的にセンシティブな放射線というものを扱

う訳で、そういったものを文系の先生がもともと何も御存じでない状態ではなかなか上手く

いかないと思いました。 

  そこで我々が仕掛けたのは、まず文系の先生に、第三種放射線取扱主任者の資格を取って

くださいということで、ここの写真に写っている英語科、社会科、国語科の先生に国家資格

を取っていただくと。さらに、私がお願いしたのが、会員に入会してくださいということで、

日本保健物理学会に英語科、社会科、国語科の先生、文系の次々と入会してくださったんで
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すね。そうすると文系の先生から主体性が開花していったんですね。今まで放射線とか科学

というのが難しいと思っていたのって、意外と面白いよと、やってみるもんだよということ

が職員室の中まで広がっていくようになっていたんですね。 

  そういった中、是非見ていただきたいのはこの写真なんですが、この写真は処理水の問題

が話題になっているときに、英語科の先生が、当時岸田総理が処理水について記者会見され

ていたんですね。それのＮＨＫがやられていた英語テロップを使って授業に用いていられた

と。ただこの英語の先生はやはり自分が放射線の専門の方ではないので、放射線についての

授業はされない。普通に英語のテロップを使われて現在完了形（進行形）という英語の文法

を行われる。そういった中、キーワードとなる例えば放射線とかトリチウム水というのが出

てくる。それを自分で調べておいでということで、先生が伝えるのではなくて、こういうと

ころにキーワードがあるんだよということを持っていかせるような仕組みを仕掛けていった

んです。同じような社会科ではＳＤＧｓ、国語科では小説というふうなところで、色んなと

ころで我々の専門とする放射線というキーワードが入っているものを、授業の中でほんの僅

かな時間なのですけれども展開してくださるというふうなことで、学校全体にこの活動の主

体性が展開されていった状態になります。 

  そういった中、学校の枠組みの中で学校で展開できる状況が整いつつあったのですが、や

はり我々のターゲットは校外、外に出て発信するということで、私は地元の皆さんの協力が

不可欠であると思ったんです。そこで仕掛けたのが、高校の所在地区である自治体、大阪市

東淀川区相川の自治会長に協力要請をお願いさせてもらいました。そうすると快く快諾して

いただきまして、御年配の方々と高校生が交流できるという機会を頂いた訳なんです。そこ

で交流をすることによって対話力を磨くことができた。これは何かというと、御年配の方々

だと、例えば声が小さいと聞きにくいとか、書いた文字が小さかったら見にくい。それが凄

い対話によって重要なキーワードなのですが、それを磨くというふうなことで年配の皆様と

近所のおじいさま、おばあさまと一緒に繰り返しやらせてもらえることができてきたんです

ね。こういった中、学びのインプット、伝えるというものと、アウトプット、外に反復で伝

えるという、このインプットとアウトプットが反復できる環境が校内外で整えられるという

状況ができてまいりました。 

  しかしながら、ここで問題が起こったんです。私は２０年間にわたり科学教室を行ってき

たんですが、私が開催してきた科学教室では一切見られない未知の現象が依頼講演で起こる

ということが分かったんです。私が依頼講演で壇上に立つと、どうも眠りの女神が降臨され
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るような授業を私は持っているということで、例えば依頼講演でオリエンテーションで私が

普通に話をするんですね。そうするとこれは毎年７００人の生徒が入ってくるんですが、そ

のうちの１００人近くが異世界に飛んでしまうと、眠りの世界に旅立たれると。一方、それ

が生徒だけじゃなくて教員の先生方も、僕が話をするとバタバタというふうなことで、眠り

の世界に旅立たれるんですね。これはしゃべっている側からしてみると、よく会場が見える

ので凄いダメージを受けていたのですが、このときにいかにこの異世界へ召喚される生徒や

教員の皆様を止めると、阻止することが重要ではないかというのが課題になりました。 

  そこで私が仕掛けたのは、もう専門の話を難しく話をするのではなくて、全て二者択一の

問いに落とし込み、常に即時に現場からフィードバックをもらえるような環境をつくってい

ったんです。また、思考を常に止められないようにするために、手足を動かしてもらえるよ

うフリップを用意したんですね。生徒の皆さんには二者択一の問い、それに回答してくださ

いということでフリップを上げてもらうということを用意しました。そして、さらに、回答

のタイミングを「せいの」という声で共有することで、全員が一斉に手を挙げる仕組みを構

築していったんです。 

  試しにこれは２，０００名の高校生に対してフリップを２，０００枚配ったんですね。同

じように「せいの」とやると、やっぱり答えてくださるということで、高校生にも適用でき

る。街中で例えばやってみます。これは万博会場なんですが、万博会場で同じようにフリッ

プを持って問いかけると、やっぱり手を挙げてくださる。これは高校生だけじゃなくて大人

にも十分価値があると。つまりこのフリップ、手を挙げるという動作は実は個々の皆さんの

思考を次々、次々と共有して、会場全体に自然と一体感を生み出すということができる。こ

れがまさにインプットの真髄であるということが、このときようやく分かるようになってき

ました。 

  そういった中、我々はこのクイズを使って高校生の皆さんに、この先端科学を伝えていっ

ていたんですが、他者にこの二者択一の問いを出題したいという生徒が現れ始めたんですね。

「先生、その使っているフリップを貸してください、私もやりたい」という生徒が出てきた

と。数的にいいますと、１年目には全校生徒の６％である１３６名の生徒が手を挙げてくだ

さいました。２年目には１９７名と、３年目には全校生徒の２６％である４６０名の生徒が、

クイズを使って他者に説明したいと言ってくださったんですね。私がとてもうれしかったの

が、この４６０名の文系理系の比率を調べると、何とこれまではフィフティ・フィフティだ

ったのが、このときやっと社会の縮図である７対３にまで到達したということで、今回わか
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ったのは、この科学を伝えようとする意志の前はもはや文系理系という垣根は越えられると

いうことが、このとき生徒の皆さんの主体性で分かってきたようになります。 

  そういった中、いくら科学を伝えたいと言ってもなかなか科学で社会の皆様の耳を引き付

けるというのは難しい。それ相応の工夫が必要であると私は考えました。そこで仕掛けたの

は、私は皆さんに学んでいただいた学びをスケッチブックに手書きでまとめてくださいと。

手書きでまとめることで、相手に私たちが本気で伝えたいという意思があるんだよというこ

とが表現できるというふうに私たちは考えた訳なんです。やはりデジタルの世の中でありま

すが、パワーポイントであると、例えば似たようなテンプレートが出てくるんですね。しか

しながら、スケッチブックに手書きにすると、個性感や温度感が宿ってくる訳なんです。さ

らに、そのスケッチブックを持っている生徒が１人、２人、１０人、２０人、いやいや１０

０人、２００人規模で街角に立つんですね。そうするとこの膨大な種類のスケッチブックが

街角の空気感を一変するんですね。その一変することによって、我々の話を聞いてくださる

という環境が整えられていきました。 

  こういった中、我々はこのスケッチブックというのは単なる説明の手段ではなく、社会の

皆様と感情と論理を架橋させる可視化ツールへと昇華させていくことに成功していきました。 

  そういった中、この学びのアウトプットを続けていく上で、その一番重要な効果というの

が見えてくるんですね。我々、今回ターゲットになられているのは学力平均層、中間層の生

徒の皆さんをターゲットにしていただいたのですが、その方々とお話しされると、社会と自

分達は関係ないと思いがちであるということが分かったんですね。しかしながら、こういう

ふうにスケッチブックを持って街中で働きかけると。例えばこの絵もそうなのですが、車椅

子の方々に「話を聞いてください」って行くんですね。行くと止まって聞いてくださると。

つまり生徒の皆さんは自分から働きかければ、社会の皆さんは応えてくれるんだという驚き

を街角で何度も何度も経験するんですね。そうするとどんどん子供たちは熱く語れるように

なってくると。その熱く語れる高校生が１００人規模で語っていくと、今まで比較的科学に

対して関心の薄かった女性層の方々が非常に沢山我々のところに集まってくださると。赤ち

ゃん連れのお母さんとか、シニアのおばあさまが例えばミカンとか煎餅を持ってきて、「こ

れ、食べて」って話しかけてくださるように。そういった中非常に驚いたのが、褒めてくだ

さったんですね。「その絵、きれいだね、上手だね」、「よく知っているね」、「うちの子

供たちにも教えてあげたいよ。よく頑張っているね」と。この称賛の声が生徒の皆さんの自

己肯定感をガンガン向上させて行ったのですね。 
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  だから、いわゆる非認知能力というのが社会の皆様のお褒めの言葉で上がっていったと。

よく皆さん考えていただいたらわかるんですが、学校という中で、４０人のクラスの中で１

日の間に何回先生から褒められるかと考えると、学校の先生は褒めよう、褒めようと努力し

てくださるんですが、４０人全員が褒められるということはなかなか無いんですね。ただ、

街中に行くと褒めてもらえると。それも見知らぬ人から何回も何回も褒められる。この褒め

られることが生徒の皆さんに自己肯定感を高めるという効果が見られるようになってきまし

た。 

  こういった中、我々が気付いたアウトプットの真髄といいますのが、話し手と聞き手の双

方向のやり取りですね。この双方向のやり取りが学びへの没入感を生み出しているというこ

とです。 

  ここで一枚見ていただきたいのはこの写真なんですが、私は物凄く驚いたんですね。ある

日、この女性生徒が段ボールを首から掲げて登場されたんですね。何をしているのって聞い

たら、私、もっと上手に説明をしたいと、そのためにアンケートを取りたいんですというふ

うなことで、グーグルを使ってアンケートを作ったと。そのＱＲコードを大きく印刷して首

から掲げてこられたんですね。これこそがまさにアクティブラーニングだと思うんですね。

この生徒は我々が言ったことをやるんじゃなくて、自分から意見を伝えるにはどうしたらい

いのかって考えて、この段ボールに集約した。この段ボールを見ている他の生徒が、私もや

る、私もやるというふうなことで、輪がどんどん広がっていったというふうなことで、社会

の皆様のやり取りがまさにこの学びへの没入感を育成していくようになりました。 

  そういった中、私が一番心配していたのが保護者の皆様の反応です。私はかれこれこの大

阪高校では３，５００名の高校生の皆さんに対してこの活動をやらせていただいたんですが、

３，５００の生徒がいらっしゃるということは、最近シングルの御家庭もありますので、３，

５００名以上の保護者がいらっしゃるんですね。そういった中、どういう反応が来るのかな

と私は物凄く心配でもありました。しかしながら、ここでも先ほどの「校務分掌」が効いて

くるんですが、校務分掌に明記されているので私は保護者の皆さんと対談する機会をいただ

けるようになったんですね。これこそ１，０００人近くの保護者の皆さんと我々は話をさせ

ていただいたのですが、そういった中、保護者の皆さんから回答を頂くのはほとんどがこれ

で、ニュースや新聞に関心を持ちましたと。新聞を買ってくださいというふうに子供が言っ

てくるということで、自らの意見を語り出すようになったという意見が物凄く多かったです

ね。これは驚くべきものでした。 
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  一方で、一人、二人じゃなくて、相当な数の保護者の皆さんが泣かれるんですね。今まで

思春期の生徒の皆さんでありますので、帰ってからでも余り会話はしないというふうなこと

があったり、学校のことを家で会話することがなかったらしいんですね。それがこの活動を

通してしゃべってくれるようになりました、ということで、お母様方が泣き出されるんです。

これはすさまじい数を見てきました。これは副次効果を言われていたんですが、私、これは

副次効果とは思っていません。ごく当たり前のことなんですね。我々は議員さんの皆さんが

よく街角で演説をされるのですけれども、まさにそれと同じ活動で、聞く耳を持たない方に

対して科学を聞いてください、というトレーニングを街中で、５時間も６時間もやる訳なん

ですね。そうすると家庭に入ると、親というのは自分の愛する子供ですから、聞く耳を持っ

てくださる。子供はいかに聞く耳を持ってくださる方と会話することが楽なんだと、恵まれ

ていたということを知ることができるんですね。だから、まさにこの家庭で行っているとい

うのは、社会の皆さんとのトレーニングがまさにこの家庭の中でも開花していったというふ

うなことです。 

  こういった中、わかりましたことは、保護者の皆さんに対して社会的な敏感な内容を私は

扱っているのですが、この社会的な敏感な題材のことに関しては、保護者の皆さんは余り関

係なかったのですね。保護者の皆様に関しましては題材が何であろうと、自分の子供が自分

で学んで、自分が一生懸命する姿に関しましては何もこちらに対して思うことはなく、ただ、

いまだ開始から私のところに届くのは感謝の声であるというふうなことで、少し安堵をして

いる状況になります。 

  そういった中、私は文系の、当時「リケジョ」という言葉が非常に出ておりましたので、

私はリケジョというだけじゃなくて、文系の男子、文系の女子も見てほしいなと。主体的に

科学を学んでいる現状を直接政府の皆さんに知っていただきたいなというのが、当時強く感

じておりました。そこで文部科学省のエントランスで企画展示をさせていただくという機会

をいただきまして、この活動の様子を２か月間、エントランスの前で上映させていただいた

んですね。色々と不安があったんですが、幸いなことに見てくださる方がやっぱりいらっし

ゃったと。そういった中、文部科学省の皆様から、文部科学省が目指す科学教室とこのＮプ

ロジェクトのやっている活動には親和性が非常に高いと言ってくださいまして、文部科学省

の皆様から大阪・関西万博への文科省主催イベントのコンテンツ連携という、非常にすばら

しい機会を我々は得るようになった次第です。 

  そういった中、我々はこの大阪・関西万博で４１０名の、２，０００名の高校生がいるん
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ですけれども、夏休みということで部活であったり、旅行に行っていたりということで日程

が合わなかったで、結局４１０名の高校生なのですが、４１０名の高校生に世界の皆さんと

対話する最高の舞台を我々は頂くことができました。こういった中、私たちが仕掛けたのは、

大阪・関西万博には１５８か国と地域の皆様が来られるということは私たちは知っていまし

たので、高校生の皆様に１５８か国に翻訳した手作りスケッチブックを用意してくださいと

お願いしたんですね。４１０名の生徒がおりますので１人２か国語でいいというふうなこと

で、この生徒がかなり多忙で、僕は残念ながらこれは言うことはできませんが、各生徒の皆

さんに１５８か国、これはＡＩを使って翻訳してもらって、それを一生懸命手書きに起こし

てもらったスケッチブックを持って、我々は万博に挑んだ次第です。 

  そういった中、この６日間の間で、我々の生徒の皆さんのところに１万人を超える国内外

の来場者が会場に来てくださって、社会的に敏感である放射線を伝えることに成功したんで

すね。この写真がまさにその絵でありまして、ある生徒が持っていた生徒の書かれた翻訳さ

れた原稿を見て、「私の母国語だ」というふうなことでしゃべりかけてくださったと。この

女子高生に関しましては、残念ながらその言語はしゃべられないのですが、このスケッチブ

ックを通じて会話じゃないんですけれども、対談をすることができたということで、まさに

この万博という会場をいただくことで、我々は科学というものは世界共通の言語であること

を実感することができたという最高の舞台になったんですね。 

  こういった中、この万博会場の結果、丹精込めて作られたスケッチブックに海外から注目

が集まったんですね。特に米国総領事館からは、これはＳＴＥＡＭ教育の先進事例として評

価されたと。このスケッチブックというのは、一個、二個ではなかなかわかりづらかったん

ですが、これが１００個、２００個、１，０００個ぐらいにこの数が増えてくるんですね。

このスケッチブックを見ると、これは単なるスケッチブックじゃなくてアートだとおっしゃ

るんですね。まさに、このＳＴＥＡＭ教育のやり方であるアートとサイエンスが融合された

結合の結果がここにあるというふうに評価してくださるようになったと。そこでその結果か

ら、万博会場では文部科学省の主催の特設イベントで、米国のスタッフの皆さんと一緒に、

このわくわく感を万博会場に伝えられるという結果になりました。 

  その結果を受けて、当時の様子を御覧になられていた米国総領事館の領事の方から、この

万博会場の熱量とその現場での教育効果から、このＮプロジェクトに関しましては「今後も

継続すべき関係にある」というふうに、この当時位置付けていただくことができたというこ

とになりました。 
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  そのような中、懸命に学びを発信する高校生に、吹田市の教育委員会の皆様から活動する

舞台を与えていただけることができました。まず最初に行っていただいたのは、公立中学校

吹田市立第六中学校なんですが、そこで１８７名の中学生、続いては公立小学校、３から６

年生、１７６名の小学生に対して科学のわくわく感を高校生が伝えるという機会をいただい

たんですね。非常に会場は盛り上がったのですが、ここで参加した高校生の全ての高校生は

口をそろえて、「もっと話をする時間が欲しい」「足りない」と。例えば万博会場では１日

６時間を６日間やるんですね。というふうに街角では５時間、６時間、外でしゃべる練習を

していますので、考えて、教育委員会の皆様から一こまを頂いたんですが、高校生の皆様か

らしてみれば、たった４５分ではなかなか足りないというのは、このときにもっと対話する

時間が欲しいという懇願につながったと思います。 

  そこで私が仕掛けましたのは、学校や自治会関係者の皆様が集い市民講座で、高校生がア

ウトプットする舞台をくださいというお願いをさせていただきました。そうするとやはり

我々に興味関心を持ってくださる先生方が現れる。我々に直接お声がけをくださったんです

ね。しかしながら、我々が扱っている内容が社会的に非常に敏感な題材ゆえに心配もありま

したと。しかし、当時我々に興味を持ってくださった小学校の先生方は、万博の会場に次か

ら次へと来てくださったんですね。ここの写真にも写っていらっしゃるのですが、この会場

に入ってもらって、高校生の活動を実際に見てくださった。小学校の先生にとりまして、自

分が担任する生徒だけが自分の生徒じゃないんですね。自分よりちょっと上の生徒も、やは

り先生というのは皆さん自分の子供なんです。だから直接自分が教えていなくても、高校生

の姿を見ると我が子を見るように、その成長ぶりと努力を凄く褒めてくださって、感心して

くださるんですね。その様子、高校生たちの頑張りがこの教員の先生方の懸念を一掃してい

って、むしろ一緒に、共に取り組みたいという思いへとどんどん変化してくださったんです

ね。 

  そうすると、この小学校の先生方の主体性がどんどん開花しまして、例えば学校だよりに

発信してくださったり、地域のネットワークの新聞紙に紹介してくださるようになった。そ

うすると、保護者や小学校周辺の地域の皆さんにこの活動の理解と周知へとどんどんつなが

っていった訳です。 

  すると何が起こったのかというと、四つの公立小学校、計５０クラス、１，７０４名の児

童に対して、我々と高校生の皆さんが交流する本当に異例の機会を与えていただける幸せな

状況に起こっていったんですね。そこで高校生は何を学んだのかというと、高校生は小学生
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に学びを伝えることで、社会における自らの立ち位置を再確認していくのですね。高校生は

小学生から、「先生、先生」と言っていただく。やっぱり先生と言われる限りはしっかり勉

強しないといけない。これは中途半端にはできないというふうに自分の立ち位置を確認する。

一方で小学生の皆さんというのは、自分の近未来、数年後になる自分のビジョンが描けるお

兄さん、お姉さんから、自分もああいうふうに人に発信できるようになりたいなという自分

を描く機会になっていったんですね。この小学校ではうれしいことに、この活動を今度は幼

稚園に伝えるというふうなことで、活動のバトンが我々高校から小学校、小学校から幼稚園

まで今展開しようという輪が広がっていくという状況になっています。 

  そういった中、私たちが一番重要なのは、この公立小学校の先生方と連動させていただい

たおかげで、我々の活動、１，７０４名の児童と担任の先生に、事前と事後でアンケートを

取らせていただくことができたんですね。これは世界最初のデータになると私は思っており

まして、この活動の内容がどういう教育効果をもたらすのかというふうなことで、現在論文

化を進めておりまして、世界初のデータを年内には公開できるように今現在準備を進めてい

る状況になっています。 

  そういった中、米国総領事館の方から、実際に活動現場に、小学校にまで足を運んでくだ

さるという状況になりまして、さらにうれしいことにこの活動の意義をメディアの皆様に対

して発信してくださいました。実際に発信された内容がここで、「若い世代への科学への理

解と探求心が米日関係を支える基盤になる」というふうなコメントを言ってくださると。そ

ういった中、非常にうれしいことに、我々が考えていたＪＲ大阪駅の隣接する商業施設で開

催しようとしていた大型科学イベントを、この米国総領事館と共同で開催していただけると

いううれしい機会まで頂けるようになりました。そういった中、領事の方からのコメントが、

「米国総領事館にはＮプロジェクトを支援する責務がある」と語っていただけるようになっ

たという状況です。 

  最後のスライドになりますが、是非皆さんにも知っていただきたいのは、我々、文系理系

を問わず、ごくごく普通の高校生が自ら主体的に活動することによって、教員の皆さんを変

え、保護者を変え、地域住民の皆さんを変えて、今その輪がまさに社会を動かし始めようと

しているという現状があることを、この場にいらっしゃる皆様方に知っていただきたいと思

いまして、是非こういう活動に関しましても応援していただければなと思っております。 

  以上、御清聴ありがとうございました。（拍手） 

（上坂委員長）中村先生、誠にありがとうございました。本当に圧倒される強さと規模の活動
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であることを実感しました。 

  それでは、ただいまの御説明につきまして、４０分間をめどに質疑を行わせていただきま

す。まず、本日御欠席の岡嶋参与からコメントを頂いておりますので、読み上げさせていた

だきます。 

  ここで紹介された中村先生のプロジェクトは、小中高生が科学的事象の理解のために、日

本の原子力開発なり、新たな知識を獲得して、その得た知識を社会において主体的に説明を

行うことを通して、真に科学的事情を理解するという、これまでにない画期的な取組である

と理解します。この取組の遂行に当たって、先生の絶大なる御尽力に敬意を表します。この

取組が成功裏に納めたのは、関西地区、特に大阪で実施されたという地域の特性が少なから

ず影響を及ぼしたのではないかと思います。この地域の特質などの影響に関する検討が、今

後のこの取組に有効に働くように思います。ということでございます。 

  岡嶋参与は関西出身ですので、こういうコメントかと思いますが、もしよろしければコメ

ントを頂ければと思います。 

（中村助教）ありがとうございます。 

  まさに関西地域限定、例えば関西に依存する可能性があるかどうか。あるかどうかという

のは、御指摘のようにある可能性もあると思います。色々と今まで過去の経験を考えており

ますと、少なくとも京都府内では、我々の活動は受け入れられるということで、まず大阪限

定よりはもう少し幅広いところには適用できるというのは、私は確認しています。 

  一方で、私がこの活動に入ってくるまで、前職がＱＳＴにおりましたが、そのとき千葉で

も同じような活動、これの前身となる活動をさせていただいているんですね。そこではある

程度の感触を持っておりますので、今後は千葉県とか他府県で活動をさせてもらうことによ

って、そういう地域性があるかどうかの議論ができたらいいなと思っております。 

  コメントをありがとうございました。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、直井委員からよろしくお願いいたします。 

（直井委員）どうも、中村先生、非常にユニークな活動について御説明いただきまして、あり

がとうございました。 

  高校生を対象にした科学教室をはじめとして、長年にわたってブラッシュアップされて、

大変ユニークな現在の姿に持ってこられたことに感銘を受けました。大阪高校の校務分掌に

Ｎプロを明記するということですとか、教員のモチベーションを上げるなど、相当の御苦労
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をされてきたというふうに推察をいたします。一番この３年の活動の中で御苦労された点に

ついて、お話しいただけますでしょうか。 

（中村助教）ありがとうございます。 

  苦労に関しては一言ではなかなか言いづらいんですが、例えばこのＮプロジェクト、今回

２，０００人規模でやらせていただいているのは、まさにこの校務分掌の書かれる前に、私

の授業に参加してくださったのは６名だったんですね。だからいかにこの校務分掌の効果が

大きかったということで、やはり校務分掌に明記させてもらって話をできたことによって、

保護者の皆さんとか生徒の皆さん、教員の皆さんと話ができるようになったということです。

苦労はいっぱいありますが、一つわかりましたのは、高校生の皆さん、若者が主体的に活動

すると現場が変わるということです。この現場のスイッチというのが高校生にトリガーがあ

ったということが分からなかったというのが、今までの反省点でありまして、そこにスイッ

チがあって主体的にやる学校の先生が応援しようという気分になりますし、それに関しまし

ては保護者の皆さんも強く応援してくださる。 

  そういう意味では、一番苦労した経験というのは現場を動かすためのスイッチがどこにあ

るのかというのを見付けるのに時間が掛かったということだと思います。 

（直井委員）どうもありがとうございます。 

  放射線とかＡＬＰＳ処理水ということをテーマにして学ばせて、説明をさせるというよう

な活動ですが、地元の方にお話をしたり、小学校の先生のお話をしたりといったところで、

特にネガティブな反応については御説明にならなかったのですが、普通はやはりネガティブ

な反応があっても不思議じゃないと思うのですが、今御説明いただいたように高校生が活動

するということが、そういったネガティブな反応を誘引しなかったということなのでしょう

か。 

（中村助教）高校生がというよりは、高校生が自分の言葉で語ったということが重要なんです

ね。だから高校生が２，０００人いると２，０００人のカラーでしゃべられると。隣と隣の

人が全く違うことを言うんですね。だから放射線に対してネガティブに思っている生徒はそ

う話をするんです。もちろんプラスというふうな、要は僕らが刷り込んでいるんじゃなくて

自分の言葉で発信している。難しいことは言えないんですけれども、自分の言葉で語ったと

いうことが相手に対して、多分キーという形で受け入れられているのではないかなと。だか

らそういう意味では、今の活動を色んなところでやっていますが、一度たりともクレームと

いう言葉は受けておりません。 
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（直井委員）大変すばらしいなというふうに思いました。 

  それから、四つの公立高校で１，７０４名の人に高校生が教えて、その後アンケートを取

って、教育効果の論文に着手されているというお話がございまして、大変期待をしておりま

す。このＮプロに参加した大阪高校の高校生とか教員に対してもアンケートは取られている

のでしょうか。 

（中村助教）それは現在、アンケートを始めるようにしました。最初はこういう規模になると

いうのを想定しておりませんので、スタートはちょっと出遅れてしまったのですが、今回小

学校は初めてのトライアルというふうなことで、必ず最初から押さえないといけないという

ことで着手した感じなんですね。ただ、毎年高校生は入ってくるんですよ、新入生が入って

きますので、今回は４月のオリエンテーションからどう変化するのかというのを、確実にウ

ォッチしていこうということで今準備を進めている次第です。 

（直井委員）ありがとうございます。大変期待しておりますので、頑張っていただきたいと思

います。 

  最後に今後の活動として、現在アメリカとの科学イベントの共催が決まっておられますが、

今後このＮプロジェクトをどういうふうに展開をされていこうとお考えなのかを教えていた

だけますでしょうか。 

（中村助教）これは一つの高校だけじゃなくて、汎用性があるというものを示していきたいな

と思っています。そういったためには今日お話しさせていただいたように、色々と仕掛けが

あるんですね。この仕掛けをきっちりマニュアル化して、どこの高校でも汎用できると。例

えば中村がいなくても動けるという状況を目指していくことが一つの目標であります。 

  一方で、まさに小学校の主体性の開花ということなんですが、小学校は今度は幼稚園に発

信するというふうなことで動いてくださって、これは重要で、携わってくださった学校が主

体的な輪が広がっていくという環境づくりを、できれば色んなところで展開できるようにな

っていきたいなと思っております。 

（直井委員）ありがとうございます。頑張っていただきたいと思います。 

（中村助教）ありがとうございます。 

（上坂委員長）次に、吉橋委員、よろしくお願いします。 

（吉橋委員）中村先生、Ｎプロジェクトに関する御説明、ありがとうございます。ちなみにＮ

プロジェクトのＮは、やはり中村さんの「Ｎ」ですか。 

（中村助教）はい。すみません。時々コメントを頂くんですが、Ｎプロジェクトの「Ｎ」は一
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応、この大阪高校の教頭が、私が自分で名付けたことではないということはきっちりメモっ

ていただきたい。教頭先生が、中村が何か怪しいことを始めたということで、Ｎプロジェク

トというふうなのを語られたのが高校生たちに浸透していって、Ｎプロとなってしまいまし

た。失礼しました。 

（吉橋委員）とてもよいと思います。 

  それで、このようなＳＴＥＡＭ教育とか原子力の人材育成というのは、現在省庁だけでは

なくても、大学も、それから学会、産業界、様々なところで行われていますが、なかなか進

んでは下がっての繰り返しになっていると思っています。先生の今回の活動というのは、高

校生から社会一般、それから万博で世界へ、非常に幅広く展開されて、科学を世の中に広め

るという活動で非常に感心いたしました。 

  特に今回の取組の非常に面白いというか、すばらしいと思ったのは、活動の対象をもとも

と興味のないところに置いたところが非常にいいところだなと思っています。御説明の中に

もありましたけれども、私も大学教員として女子中高生の夏の学校とか、オープンキャンパ

ス、あとはＳＳＨが行っているような研究室体験をやるのですけれども、やはり彼ら彼女ら

というのはもともと理系に興味があって、選択してくる。原子力人材育成ということで考え

ると、理系に興味のあるところの中からいかに原子力や放射線に興味を持ってもらうかとい

うところに重点を置いてやっている訳なんですけれども、そのままではいつまで経っても増

えないですし、現状のままというのがあります。 

  なので、今回の先生のように、何に興味があるのかまだ定まっていない人たちというとこ

ろに対象を置く。高校生だったり、さらには小中学生にいかに興味を持ってもらえるように

するのかということが重要で、それが非常に良いきっかけかなと思いました。 

  今回の御説明の中で、特にアウトプットの真髄のところで、アウトプットというのは私も

非常に重要だなと感じています。先ほどの直井委員のお話もありましたが、比較的皆がポジ

ティブに受け入れてくれる。それで今の情報の多い中で、やはり正しい情報というのを知り

たいと思っている人は、思っている以上に多いのかなということを思いまして、そういった

ところを刺激するというのは非常に重要ですね。そういったところに上手くアプローチされ

ているんだなということを思いました。 

  質問といいますか、直井委員と同じようなことになるのですが、このような活動を全国に

広げていくというのは非常に重要だと思っていて、とはいえ、Ｎプロジェクトを皆が皆でき

るかというと、やはり時間も掛かりますし、人も必要になってくる。色んな仕掛けがあると
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先ほどおっしゃっていましたけれども、縮小版といいますか、あるポイントを付いて、少人

数でも、あとはもうちょっと少ない時間でもできるようなことを考えるということが、この

プロジェクトがもっと日本国内に広げていくための第一歩かなと思います。その点について

何か御提案というのはございますでしょうか。 

（中村助教）まさに御指摘いただきましたように、私一人ではできないんですね。そういった

中でやはりチームは必須で、いわゆるタスクフォースみたいなチーム編成をしていただく必

要があるんですね。こういった中、全てを全て同じようなことをしてもらうんじゃなくて、

学校教育現場はマニュアル化してしまえばある程度分かります。 

  一方で、学校への入り方ですね。どういうアプローチをしたら教員の皆さんと一緒に仲良

くできるのか。教員の皆様のお声を聞くという。それを聞いてもらえるようなごくごく少な

いチームがまずあれば、それがあると全体を動かすユニットがおのずと動いてきますので、

まずはそのチーム編成というか、タスクグループのようなものがありましたら、非常に私た

ちも活動が今後しやすくなり、全国展開というまでも少なくても大阪から外に出られるよう

な環境が整うのではないかなと思っております。切に祈っております。 

（吉橋委員）ありがとうございます。 

  そういったときのチームというのは、大学とか産業界、それから高校生の先生だったりと

か、色んな方たちがいるかと思うんですけれども、構成としてはどういったところの方たち

が集まるとより進めやすくなるんでしょうか。 

（中村助教）やはりまず研究者は絶対必要不可欠です。一方、もう一つ不可欠なのは、文系の

高校教員だと思います。やはり文系の皆さんに、僕らは社会の皆さんに発信していこうと思

ったときに、数の多い文系の皆さんにアプローチしていかないといけない。そういう意味で

は文系の先生方の声、助言を頂く必要がありますので、そこのタイアップ、今までにないコ

ラボレーションをしていただく必要があるかなというふうなことで、学校の教員、研究者だ

けじゃなくて、文系の教員の先生を集めたりすることが重要かなと思います。 

（吉橋委員）ありがとうございます。なかなか文系の先生と、我々研究者がコンタクトを取る

というのも非常に難しいところかなと思いますが、そういったことを進めることで、このプ

ロジェクトがより進んでいくといいなと思います。 

  もう一つお聞きしたいことですが、現在、論文にまとめられているのかもしれませんが、

原子力人材育成という観点からお聞きしたいんですけれども、このプロジェクトで沢山の高

校生の方たち、文系理系も問わず放射線だとか原子力に興味を持っていただいたんじゃない
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かなというふうに思いますが、彼らの現在進路というと偏りがあるのか。それとも皆さん

様々であるのか、原子力に興味を持った人も増えたのか、そのあたりについて何か感触があ

れば教えてください。 

（中村助教）それはまちまちです。実際問題、こと原子力で申しますと、原子力をやっている

私立大学に入学を希望していった生徒も実際に出ております。一方でこの活動の中で、「先

生、放射線大好きです」と言ってくださっていたのにロボット工学に行かれた方もいらっし

ゃいますし、かと思えば、文系の教員を目指そうと思っていた生徒が、科学の重要性を伝え

るためには自分も理系の勉強をしないといけないということが分かった。ただ物理や科学と

いうのは難しいだろうというふうなことで、技術だったらできるかもしれないということで、

文系というふうに思っていた生徒の皆さんが、あえて技術系の教員免許を取ろうというふう

な動きということも見えています。 

  だからそういった中、全員が右向け右という状況にはなっていないんですが、広い意味で

科学に対する関心はそのロボット工学であり、ＡＩなり、何でもいいと思うんですね。要は

聞く耳を持つという状況が見えてきましたので、今後学校側と協力しながら、進路に関しま

してもウォッチしたいなと思っています。実際、今年の分は今ウォッチしておりますので、

今回の論文に入れるかどうかは別としまして、いずれ学会等々で公開していきたいなと思い

ます。 

（吉橋委員）ありがとうございます。大学においてはさっきも申しましたように、ある程度理

系に興味がある子が来てくれて、その子たちがいかに我々の分野に興味を持ってもらうかと

いうことなので、今先生が行っているような、まずは科学に興味を持ってもらうというとこ

ろの学生さんたちが増えれば、その次のステップとして大学だったりが、原子力だとか放射

線というのはこういうふうに面白いんだよということを更に伝えていけると、人材としては

増えていくのかなと思いました。 

  非常に今後の活動も期待しております。ありがとうございます。 

（中村助教）ありがとうございます。 

（上坂委員長）参与からも御質問や御意見を伺います。 

  小笠原参与から御意見を頂ければと思います。よろしくお願いします。 

（小笠原参与）中村先生、今日はすばらしい発表をありがとうございました。 

  原子力委員会では、この原子力人材をいかに確保していくかと、原子力の取組は例えば原

子力発電ですと、現在運用のみならず廃炉も含めて長期的な取組ですので、そういったこと
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を支えていただく方々をいかにして確保していくかということは非常に重要な問題で、この

場でも繰り返し取り上げてきたところです。その中では女性のジェンダーバランスをいかに

して改善していくかといったような問題も議論されてきました。やはり非常に重要なのは、

いかにして原子力に広く関心を持っていただくかということで、中村先生の取組は入り口を

広げていただいて、裾野を広くしていただくという、非常に大きな意義があったのではない

かと思います。これまでの原子力委員会の我々の関心からいっても大きな意義のある取組だ

と思います。 

  また、原子力委員会から離れますが、中村先生のなさった取組は、私は非常にすばらしい

なと思うのは、これからＡＩが出てきますので、知識を引っ張り出してくるという、このこ

と自体はだんだん容易化されてきて、知識を吸収するということは引き続き非常に重要だと

思いますけれども、相対的な重要性は低くなってくるのではないか。むしろ個人の主体的な

関心ですとか、あるいは対話能力、コミュニケーション能力、発信する能力、これが今後非

常に重要になってくるのではないかと思いますけれども、まさにＮプロの先生と一緒に活動

をされた生徒の皆さんは、こういうところで輝かれているということで非常にすばらしいな

と思って、伺っておりました。 

  中村先生御自身も、生徒の方々のみならず保護者の方、先生の方々、あるいは地方自治体、

あるいは文科省、さらには米国総領事館と色んなステークホルダーと自らコミュニケーショ

ンを図られて、取り組んでいかれる。もの凄い求心力を発揮されたということを、私も敬意

を表したいと思います。 

  こういった取組は、やはり多くのところで、先ほど地域的な問題、大阪がやっぱりよかっ

たんじゃないかというふうな話もございましたけれども、広く浸透していくと私はいいなと

思うんですけれども、Ｎプロジェクトですので中村先生が中心にいらっしゃらない環境でも

できていくのかどうかというところが私も興味がございます。それについては既にお答えい

ただいておりますので特に質問はいたしませんが、今後その観点から論文を書かれるという

ことなので、こういった取組の普遍化、その論文が貢献されるということに期待したいと思

います。どうもありがとうございました。 

（中村助教）ありがとうございました。 

（上坂委員長）それでは、上坂から意見を述べさせていただきます。 

  御説明の中で、最後の方に今後の展開として幼稚園の生徒にも展開するということがござ

いました。実はＩＡＥＡも４歳からの原子力教育というコンテンツを作っておりまして、そ
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れを作っているグループも私知っています。また最後にはアメリカの総領事館との連携の話

もありました。先生の御活動は万博でも大好評だったということです。国際的にも十分に活

動できるのではないかなと思った次第でございます。 

  それから、この先生の活動。冒頭に申し上げましたように、これは原子力、放射線の理解

増進活動をはるかに超えて、教育学の先進研究であるというふうに認識しております。今回

の教育対象の学生数も１，０００人を超えておりますので、統計的にも、もう十分かと思う

のですね。ですので、教育学の分野で論文が書けるのではないかと思うのです。そういう御

計画はいかがでしょうか。 

（中村助教）もう是非論文を書くつもりでおりますし、公立小学校の先生方が応援してくださ

ったんですね。今まで取れないデータを取らせてもらえた。これはちゃんと結果で出さない

といけないと思っておりますので、必ず論文でインパクトがあるところにインパクトを与え

たいと思っております。 

（上坂委員長）是非、論文をこれから出していただきたいと思います。 

  それから、吉橋委員からお話もありましたように、原子力界では原子力、放射線の若い世

代や一般の方々への理解増進や教育、啓発活動は多くの組織や多くの方々がやられているの

ですね。ところが必ずしもそれぞれが大きなグループでもないので、その規模や継続性に限

界があるということです。 

  一方、私も入会している日本物理学会では教育部会がありまして、会員は高校の物理の先

生方で、部会長は理事会と学会の運営にも参加するのですね。学会誌には教育特集号も出る

のですよ。そこまでとは言わないにしても、原子力学会には教育委員会がありますし、また

吉橋委員が主導されるダイバーシティー推進委員会もあります。また、毎年夏に高校の放射

線教育のセミナーを、高校の先生が中心で実施されているという状況です。すぐに委員会を

立ち上げとは言わないにしても、それらの組織から有志を集めて、先生の教育活動を発展さ

せることができるのではないかと思うのですね。原子力委員会でも吉橋委員を中心に支援も

可能かと思うのですが、いかがでしょうか。全部先生一人にＮプロジェクトで押し付けると

いうのではなくて、これだけの研究になっているぐらいのレベルの活動は、人が加わって、

大きく育てていくべきかな、と思うのですけれども、いかがでしょうか。 

（中村助教）是非、吉橋先生に一緒に学ばせていただければなと思います。やっぱり僕はＮプ

ロジェクトで、長い目で見て、そこが重要じゃないんですね。やっぱりそうじゃなくてリテ

ラシーというのを展開しようと思っています。ちなみに冒頭でも御質問をいただきましたが、
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Ｎプロジェクトというのは私が名付けた訳ではありません。そこにこだわりはありません。

ただ、一方で社会を変えたいという思いがありますので、そういったときにその思いを一緒

に受けてもらえる皆様と一緒に展開できたら、今までと違うアプローチができるのではない

かなと思っておりますので、是非、お助けていただければなと思います。 

（上坂委員長）それから、先ほどこれは教育学の先進研究と申し上げたのですが、思うに、文

系的要素が重要だということを非常に強調されると。まさに理系と文系の融合ですよね。こ

れは原子力、社会学融合。原子力の中でも社会科学的な要素を加えていこうという活動は、

思えばもう４０年ほど前から京大で始まって、それから東大でも原子力国際専攻で、班目先

生が講座をつくられて、原子力社会学という分野をつくられた。そして現在、まさにリスク

コミュニケーションで活躍されている方々とか、ＩＡＥＡの幹部の方々とか、ＪＡＥＡの幹

部の方々がまさにそこの卒業生なのですよね。ここは文理融合の原子力と社会の融合という

ことなのですけれども、先生のご研究は新しい原子力教育学だと思うのですね。 

  ですから、本当に大学、大学院の講座になるに値する分野ができつつあるかなと。そうい

う私は印象を持っております。例えばそれが先生一人、Ｎプロジェクトのみに頼ってやると

お願いするのではなくて、皆で協力できるのでは。そのレベルに達したなという感じがしま

すね。 

（中村助教）ありがとうございます。 

（上坂委員長）是非頑張っていただきたいと思います。 

（中村助教）はい、頑張ります。ありがとうございます。 

（上坂委員長）中村先生、すばらしいお話、どうもありがとうございました。 

  議題１は以上でございます。 

  説明者におかれましては御退席の方をお願いいたします。 

（説明者 退室） 

（上坂委員長）次に、議題２について、事務局から説明をお願いいたします。 

（井出参事官）それでは、二つ目の議題でございます。二つ目は、玄海原子力発電所の発電用

原子炉の設置変更許可に係る答申についてです。 

  令和７年１２月１７日付けで原子力規制委員会から原子力委員会に諮問がございました。 

  これは原子力規制委員会が発電用原子炉の設置変更許可を行うに当たり、原子炉等規制法

第４３条の３の６第３項の規定に基づき、発電用原子炉が平和の目的以外に利用されるおそ

れがないことの基準の適用について、原子力委員会の意見を聴かなければならないこととさ
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れていることによるものです。 

  本日は、この諮問に対する答申について御審議をお願いいたします。 

  それでは、中島参事官から説明をお願いいたします。 

（中島参事官）資料第２号を御覧ください。 

  九州電力株式会社玄海原子力発電所３・４号炉に関しまして、原子炉施設の変更に係る答

申案となります。本件につきましては、主変圧器及び所内変圧器の更新に伴い、原子力規制

委員会から原子力委員会に諮問があり、先週７日の定例会議において、原子力規制庁から説

明がございました。 

  この諮問に対する答申案の内容を説明いたします。 

  資料第２号の裏面にあります別紙を御覧ください。 

  本申請につきましては、まず、一つ目のポツですけれども、発電用原子炉の使用目的を変

更するものではないこと。続いて、二つ目のポツですけれども、使用済燃料については再処

理法に基づく再処理等拠出金の納付先である使用済燃料再処理・廃炉推進機構から受託した

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律に基づく指定を受けた国内再処理事

業者において再処理を行うことを原則とし、再処理されるまでの間、適切に貯蔵・管理する

という方針に変更はないこと。三つ目のポツでございます。海外において再処理が行われる

場合は、再処理法の下で我が国が原子力の平和利用に関する教育のために協定を締結してい

る国の再処理事業者において実施する。海外再処理において得られるプルトニウムは国内に

持ち帰る、また、再処理によって得られるプルトニウムを海外に移転しようとするときは、

政府の承認を受けるという方針に変更はないこと。 

  四つ目のポツでございます。上記の１から三つ目のポツ以外の取扱いを必要とする使用済

燃料が生じた場合には、過去に許可を受けた記載を適用するという方針に変更がないこと。 

  以上、４点についての妥当性が確認されていることに加え、我が国では当該発電用原子炉

も対象に含めた保障措置活動を通じて、国内の全ての核物質が平和的活動にとどまっている

との結論をＩＡＥＡから得ていること等を総合的に判断した結果、当該発電用原子炉が平和

の目的以外に利用されるおそれがないものと認められる。 

  以上のような答申案となっております。 

  説明は以上となります。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それでは、今の説明に関しまして質疑を行います。 
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  委員、参与から御意見がございましたら、挙手をお願いいたします。 

  無いようですので、最後に私の方から意見を述べますが、本件の変更申請に関しましては、

前回、規制庁の方から詳細な説明を受けまして、質疑も行って、内容を理解いたしました。

その後、原子力委員会で議論をいたしまして、この発電用原子炉が平和の利用目的以外に利

用されるおそれがないものということを確認いたしました。 

  ありがとうございます。 

  それでは、本件につきまして、案のとおり答申するということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

  御異議ないようですので、これで委員会の答申にすることといたします。 

  議題２は以上でございます。 

  議題３について、事務局から説明をお願いいたします。 

（井出参事官）それでは今後の会議予定について御案内いたします。 

  次回の定例会議につきましては、令和８年１月２０日火曜日１４時から、場所が中央合同

庁舎８号館６階６２３会議室、議題については、調整中であり原子力委員会ホームページな

どによりお知らせをいたします。 

  以上です。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  その他、委員から何か御発言はございますでしょうか。 

  御発言がないようですので、これで本日の委員会を終了いたします。 

  お疲れさまでした。ありがとうございます。 

－了－ 


